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資料１－７ 

 

 

 

○松井孝治議員（民主党）     （中 略） 

 株式会社の医療参入について、これ、自由診療の分野についてということで本部決定が

なされています。これについて、この前私、別の委員会で鴻池大臣と木村副大臣に伺いま

したが、結論だけ伺いたいんですが、これは自由診療の分野であって、その自由診療の分

野というのは高度先進医療に限るという決定はなされていないというふうに私は理解して

いるんですが、それで、政府としてその見解でよろしいですか、鴻池大臣、一言。 

○鴻池国務大臣（構造改革特区担当） そのとおりであります。 

○委員長（中原爽議員） 松井孝治君。 

○松井孝治議員 できれば混同しないでいただきたいと思います。 

 じゃ、木村副大臣、今、政府としての方針ということで鴻池大臣が明確に御答弁ありま

したが、それでよろしいんですね。決定したことだけ教えてください。 

○木村義雄厚生労働副大臣 これは、公的医療保険とは関係ない自由診療の分野で、かつ

高度先端医療の分野等を前提として特区における株式会社の医療を参入することを認める

こととされたところでございまして、この株式会社の参入については、今のような様々な

御意見がありますことから、推進本部で決定された六月中の成案作成に向けてこれから慎

重に検討を進めてまいりたいと、このように思っているような次第でございます。 

○松井孝治議員 これ大事なところなので聞いておきたいんですけれども、今、高度先進

医療分野を前提としてとおっしゃいました。私、本部決定の文章を見ましたけれども、そ

ういう文言はありませんでした。前提として決定したんですというふうにおっしゃいまし

たけれども、これはどっちなんですか。前提としてという文章は本部の決定を見てもない

んですが、鴻池大臣、それは前提としてということは決定文の中にないですが、それは別

に条件ではないと考えていいんですね。 

○鴻池国務大臣 先ほど来、私が申し上げているとおりでありまして、なお申し上げれば、

その話題になると思ってこの紙を持ってきました。今、松井委員がおっしゃったとおりで

ありますし、その折、私が座長というか司会役をしておりましたけれども、この構造改革

推進本部において、総理からはこの文章どおりであるという御発言もあったということだ

け付け加えて申し上げておきたいと思います。 

○松井孝治議員 責任を持っておられる、その本部を、議長役を、進行役も含めて全部し

ておられる大臣の答弁ですから、その本部の決定は、今、大臣の御答弁のとおりだと私は

理解をさせていただきます。 

 したがって、高度先進医療を前提としてということは、政府決定としてはなされていな

いというふうに確認をさせていただいて、それはありがとうございました。 

               （以下 略） 
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